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『
古
同
白
序
山
十
贔
尽
哉
叩
鴫
叫
』

高
良
山
第
五
十
世
座
主
寂
源
は
、
後
水
尾
天
皇
よ
り
書
博
士
の

注
ー

名
を
賜
っ
た
大
師
流
の
能
書
家
藤
木
敦
直
(
-
五
八
二

l
一
六
四

九
）
の
四
男
で
、
初
名
を
宗
直
と
名
乗
っ
た
が
、
出
家
し
て
比
叡

山
は
横
川
の
般
若
谷
龍
禅
院
へ
入
り
実
源
と
称
し
、
同
院
第
四
世

注
2

と
な
る
。
の
ち
今
出
川
睛
季
公
の
猶
子
と
な
り
、
寛
文
九
年
（
一

六
六
九
）
四
十
歳
、
比
叡
山
・
日
光
門
跡
輪
王
寺
宮
一
品
親
王
守

注
3

澄
法
親
王
に
す
A
め
ら
れ
て
、
筑
後
高
良
山
座
主
職
と
な
る
。
そ

れ
よ
り
元
禄
八
年
六
月
（
一
六
九
五
）
辞
職
を
許
さ
れ
て
京
都
に

戻
る
ま
で
の
二
十
六
年
間
、
高
良
山
中
の
月
光
院
、
ま
た
蓮
台
院

注
4

に
清
僧
と
し
て
住
し
、
山
内
の
復
興
に
力
を
尽
し
、
中
興
の
座
主

と
し
て
永
く
称
え
ら
れ
た
。
元
禄
八
年
十
一
月
頃
京
へ
戻
り
、
鷹

ケ
峰
に
隠
棲
し
、
翌
九
年
二
月
二
十
三
日
、
同
所
に
お
い
て
六
十

の
反
響

特
集
都
中
の
邸
／
郡
中
の
都

七
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
寂
源
の
墓
は
、

現
在
近
江
坂
本
よ
り
横
川
へ
行
く
行
者
道
脇
の
飯
室
谷
恵
心
僧
都

墓
の
域
内
に
あ
る
。
卵
塔
の
正
面
に
「
元
禄
九
年
歳
次
丙
子
二
月

二
十
三
日
卒
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
卵
塔
の
後
方
に

昭
和
十
五
年
建
立
の
石
碑
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
、

龍
禅
院
第
四
世
寂
源
僧
正
。
字
一
如
。
俗
姓
藤
木
氏
。
城
州
賀

茂
人
。
歴
世
有
能
筆
称
。
至
僧
正
。
中
興
入
木
道
。
後
往
掌
鎖

西
高
良
山
座
主
職
。
元
禄
八
年
還
。
隠
栖
洛
北
鷹
峰
。

同
九
年

二
月
二
十
三
日
寂
。

と
あ
る
。
こ
の
碑
文
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
寂
源
に
は
、
龍
禅

院
住
戦
か
ら
高
良
山
座
主
職
に
転
じ
、
権
僧
正
に
任
ぜ
ら
れ
た
高

貴
な
天
台
学
僧
の
一
面
と
、
父
藤
木
敦
直
の
、
賀
茂
流
あ
る
い
は

甲
斐
流
と
呼
ば
れ
た
、
空
面
に
始
ま
る
大
師
流
の
地
下
の
書
法
伝

井

上

敏

幸
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授
を
受
け
つ
い
だ
当
代
随
一
の
書
家
と
し
て
の
一
面
と
が
あ
り
、

こ
の
二
つ
の
面
が
、
い
わ
ば
相
乗
効
果
と
な
っ
て
寂
源
の
名
は
い

よ
い
よ
都
郡
に
広
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
僧
侶
の
面
か
ら
見
て
み
る

と
、
延
宝
六
年
六
月
十
七
日
、
京
へ
上
り
輪
王
寺
宮
守
澄
法
親
王

と
と
も
に
、
東
福
門
院
御
悩
の
祈
薦
を
修
し
、
翌
七
年
五
月
十
六

日
に
は
、
輪
王
寺
宮
の
命
に
よ
る
「
任
権
僧
正
」
の
口
宜
と
宜
旨

を
、
寂
源
自
ら
参
内
し
て
頂
戴
し
て
い
る
。
ま
た
、
翌
延
宝
八
年

の
将
軍
家
網
斃
御
に
際
し
て
は
、
江
戸
に
召
さ
れ
、
八
月
十
七
日

東
叡
山
本
坊
に
て
、
経
を
納
め
霊
牌
を
拝
し
、
翌
日
十
八
日
に
は
、

注
5

鳥
目
百
貫
が
幕
府
よ
り
寂
源
に
贈
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
貞
享
三
年

冬
の
輪
王
寺
宮
の
日
光
登
山
に
随
侍
し
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
天
台
僧
と
し
て
の
活
躍
は
、
寂
源
の
幕
府
と
の
関
わ
り

の
大
き
さ
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
い
ま
一
方
の
書
家
の
面
か
ら
見
て

も
同
様
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
寂
源
は
、
書
を
父
敦
直
に
学
ん

だ
が
、
父
を
失
っ
た
慶
安
二
年
以
降
は
、
敦
直
よ
り
唯
授
一
人
の

道
統
を
承
け
た
本
荘
道
芳
に
学
び
、
寂
源
も
道
芳
よ
り
道
統
を
授

け
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
道
芳
の
義
妹
が
、
五
代
将
軍
網
吉

の
生
母
桂
昌
院
で
あ
り
、
そ
の
縁
で
道
芳
は
幕
府
に
招
か
れ
、
綱

吉
に
近
侍
す
る
こ
と
に
な
っ
た
人
物
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ち
な

み
に
、
寛
文
九
年
八
月
十
六
日
、
寂
源
が
高
良
山
座
主
職
を
仰
せ

つ
か
っ
た
折
に
は
、
こ
の
道
芳
よ
り
世
尊
寺
行
俊
卿
真
翰
の
『
高

良
山
十
講
会
縁
起
』
を
贈
ら
れ
、
「
こ
れ
を
懐
に
し
て
高
良
山
に

登
り
、
も
っ
て
什
物
に
備
え
た
」
と
寂
源
自
ら
が
識
語
を
残
し
て

い
る
、
そ
の
『
縁
起
』
が
現
在
も
高
良
山
神
社
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
筆
道
に
お
け
る
宮
廷
と
の
関
わ
り
も
、
延
宝
六
年
・
貞
享

二
年
の
両
度
、
勅
を
奉
じ
東
寺
の
弘
法
大
師
真
跡
を
臨
書
し
た
こ

と
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。
寂
源
の
名
声
は
、
鍋
島
直
條
の
言
を
借

れ
ば
、
「
当
時
ノ
天
子
王
侯
悉
ク
之
ヲ
師
ト
ス
。
今
上
皇
帝
、
公

二
勅
シ
テ
、
高
野
大
師
ノ
筆
意
ヲ
摸
セ
シ
ム
。
既
二
成
リ
テ
之
ヲ

献
ジ
、
陪
ケ
ナ
ク
モ
痰
翰
ノ
和
歌
ヲ
賜
フ
。
時
ノ
人
、
之
ヲ
栄
卜

ス
」
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
幼
年
期
よ
り
高
良
山
に

呼
ん
で
書
法
を
授
け
た
甥
の
藤
木
生
直
が
、
貞
享
四
年
、
東
山
天

皇
即
位
に
際
し
、
万
歳
の
腔
文
を
書
き
、
後
に
「
日
本
国
中
書
道

之
本
家
云
々
」
の
院
宜
を
賜
っ
た
の
も
、
い
う
な
れ
ば
寂
源
あ
っ

注
8

て
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

天
台
宗
の
学
僧
と
し
て
、
ま
た
大
師
流
道
統
の
継
承
者
と
し
て
、

当
代
第
一
等
の
知
的
人
物
に
、
も
う
―
つ
の
癖
が
あ
っ
た
。
「
や

は
り
寂
源
は
好
事
博
雅
の
文
人
で
も
あ
」
っ
た
と
は
、
『
高
良
山

，
 



『
高
良
山
十
景
詩
歌
』
の
発
想
は
、
寂
源
が
高
良
山
座
主
と
し

て
来
山
し
て
間
も
な
く
、
久
留
米
藩
の
儒
医
藤
井
憚
斎
と
詩
歌
の

贈
答
が
あ
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
悧
斎
は
そ
の
折
の
こ
と
を
「
今

ノ
座
主
寂
源
ハ
其
最
モ
好
キ
者
十
境
ヲ
揮
ビ
定
メ
テ
高
良
山
十
名

処
卜
為
ス
。
（
中
略
）
寂
源
境
毎
二
和
歌
ヲ
詠
ジ
テ
、
以
テ
四
序

ノ
景
象
ヲ
写
ス
。
余
モ
亦
蟹
二
奴
」
う
と
の
み
記
し
て
い
る

（
『
北
筑
雑
藁
』
）
が
、
寂
源
自
身
は
「
ソ
ノ
初
メ
藤
憚
斎
、
予
ガ

ク
A

山
扉
ヲ
歎
ク
。
日
二
相
倶
二
丘
堅
ノ
間
ヲ
遊
歴
、
ソ
、
十
奇
勝
ヲ
揮

ビ
、
十
名
所
卜
為
シ
、
好
士
ヲ
シ
テ
伝
ヘ
テ
之
ヲ
吟
詠
セ
シ
ム
」

（
『
高
良
山
座
主
旧
記
之
抜
書
』
）
と
記
し
て
お
り
、
博
雅
の
文
人

座
主
の
着
任
を
待
っ
て
い
た
か
の
ご
と
く
に
悧
斎
が
、
寂
源
を
尋

ね
、
そ
の
交
友
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
「
十
名
所
」
だ
っ
た
の

゜

十
景
詩
歌
』
正
続
二
巻
を
手
に
さ
れ
た
小
高
敏
郎
氏
の
言
で
あ
っ

注
9

た
が
、
寂
源
の
文
事
癖
は
、
漠
詩
・
和
歌
を
始
め
と
し
て
、
関
心

は
連
歌
・
俳
諧
に
も
広
く
及
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、
寂
源
の
文
事
を
象
徴
す
る
『
高
良
山
十
景
詩
歌
』

成
立
の
意
味
か
ら
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

で
あ
り
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
少
な
く
と
も
両
者
に
よ
る
十
景
詩

注

10

歌
の
作
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、
上
京
し
た
寂

源
が
、
花
山
院
定
誠
・
中
院
通
茂
の
二
人
に
謁
し
、
十
景
の
品
題

を
定
め
て
も
ら
い
、
こ
の
二
人
を
含
む
親
王
公
卿
二
十
名
の
詩
歌

を
集
め
て
も
ら
い
、
更
に
、
発
憲
・
高
泉
・
運
敵
の
三
師
に
序
・

跛
・
記
を
請
い
、
本
書
は
完
成
を
見
た
の
で
あ
る
。
こ
の
企
て
を

嘉
し
た
藩
主
有
馬
頼
元
は
、
「
俵
背
、
峡
函
ヲ
施
、
ソ
、
其
ノ
粧
飾
ハ

錦
繍
金
玉
ヲ
尽
」
し
、
「
今
般
加
：
ー
修
覆
＼
令
こ
神
納
ー
候
」
と
の
注
11

書
面
を
添
え
て
、
奉
納
し
た
（
『
高
良
山
座
主
旧
記
之
抜
書
』
）
。

か
く
て
『
高
良
山
十
景
詩
歌
』
は
完
成
を
見
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
『
詩
歌
帖
』
は
、
三
百
十
余
年
を
経
た
今
日
も
、
高
良
大
社

の
神
宝
と
し
て
襲
蔵
さ
れ
て
お
り
、
我
々
は
こ
れ
を
目
の
あ
た
り

に
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

中
央
に
「
高
良
山
十
景
詩
歌
」
と
題
策
の
形
を
置
き
、
有
馬
家

の
紋
を
散
し
た
高
蒔
絵
の
覆
蓋
と
函
（
竪
壱
尺
六
寸
式
歩
、
横
壱

注
12

尺
三
寸
五
歩
、
深
サ
五
寸
五
歩
）
に
収
め
ら
れ
た
、
全
十
三
折
の

金
襴
表
紙
特
大
横
帖
（
竪
壱
尺
式
寸
式
歩
、
横
壱
尺
四
寸
五
歩
）
、

そ
の
四
隅
に
は
、
唐
草
に
有
馬
家
の
紋
を
透
彫
に
し
た
錫
銅
の
金

具
が
施
さ
れ
、
絹
布
の
中
央
題
箔
に
は
輪
王
寺
守
全
親
王
の
筆
で

10 



中
院
大
納
言
通
茂
卿

注
13

「
高
良
山
十
景
詩
歌
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
横
帖
の
構
成
及
び
作
者
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

初
折
表

i
二

折

表

序

天
台
宗
日
厳
院
御
門
跡
典
憲
大
僧
正
注
14

二

折

裏

詩

妙

法

院

御

門

跡

亮

恕

親

王

竹
櫻
春
望

三

折

表

歌

三

折

裏

詩
吉
見
満
花

四

折

表

歌

四

折

裏

詩
御
手
洗
螢

五

折

表

歌

五

折

裏

詩
朝
妻
清
泉

六

折

表

歌

六

折

裏

詩
青
天
秋
月

七

折

表

歌

園
大
納
言
基
福
卿

花
山
院
右
大
将
定
誠
卿

日
野
大
納
言
弘
資
卿

高
辻
中
納
言
豊
長
卿

今
出
川
左
大
将
公
規
卿

柳
原
大
納
言
資
行
卿

近
衛
左
大
臣
基
熙
公

転
法
輪
大
納
言
質
通
卿

柳
原
侍
従
秀
光

七

折

裏

詩
中
谷
紅
莱

八

折

表

歌

八

折

裏

詩
不
濡
山
霰

九

折

表

歌

九

折

裏

詩
鷲
尾
素
雪

十

折

表

歌

十

折

裏

詩
高
隆
晩
鐘

十

一

折

表

歌

十

一

折

裏

詩

玉
垂
古
松

士

＿

折

表

歌

白

川

二

位

雅

喬

卿

十
二
折
裏
ー
十
三
折
裏
跛

支
那
国
伝
法
沙
門
性
激
高
泉

そ
し
て
更
に
、
こ
の
『
詩
歌
帖
』
成
立
の
経
緯
の
全
て
を
記
し

平
松
中
納
言
時
量
卿

曼
珠
院
御
門
跡
良
尚
親
王

烏
丸
大
納
言
光
雄
卿

勘
解
由
小
路
侍
従
詔
光

阿
野
大
納
言
季
信
卿

東
園
宰
相
基
量
卿

日
野
中
納
言
資
茂
卿

伏
原
少
納
言
宜
幸

11 



た
、
前
智
積
僧
正
泊
如
運
敵
に
よ
る
『
高
良
山
十
景
詩
歌
帖
記
』

一
軸
が
、
黒
漆
の
箱
に
入
れ
て
備
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

『
詩
歌
帖
』
の
こ
れ
ら
の
作
者
は
、
現
代
の
都
の
風
雅
を
体
現

し
た
最
高
の
人
々
で
あ
っ
た
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
藩
主
頼
元
は
、
こ

れ
を
宝
物
と
し
て
大
社
に
「
神
納
」
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
「
郷
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
地
が
、
こ
う
し
た
人
々
の
詩
歌
に

詠
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
た
ち
ま
ち
「
邸
」
を
脱
し
て
、
「
都
雅
」

の
世
界
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
頼
元
が
、
寂
源

の
「
功
」
を
賞
し
、
神
宝
と
し
た
の
も
、
自
身
の
領
内
の
高
良
山

が
、
「
郡
」
を
脱
し
、
「
都
雅
」
の
世
界
に
参
入
す
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を

実
現
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
人
物
が
、
天
台
の
学
僧
・
清
僧
で
あ

り
、
大
師
流
の
道
統
を
継
い
だ
書
家
で
あ
る
寂
源
を
お
い
て
な
い

こ
と
も
、
藩
主
以
下
全
て
の
人
々
の
諒
解
事
項
に
属
し
て
い
た
と

い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
を
、
高
良
山
と
い
う
「
郡
」
の
視
点
か
ら

見
て
み
れ
ば
、
寂
源
と
い
う
「
都
雅
」
を
体
現
し
た
人
物
の
手
に

よ
っ
て
、
高
良
山
は
一
挙
に
「
都
雅
」
の
地
と
し
て
全
国
に
そ
の

名
を
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
、
発
憲
が
序
文
で
、
「
山

川
ノ
顕
晦
ハ
人
二
繋
ル
」
と
言
っ
て
い
る
ご
と
く
、
高
良
山
は
寂

そ
の
最
も
早
い
反
響
は
、
『
詩
歌
帖
』
完
成
の
天
和
三
年
八
月

か
ら
、
ち
ょ
う
ど
一
年
を
経
た
貞
享
元
年
八
月
に
出
版
さ
れ
た

『
高
良
山
十
景
詩
歌
正
続
』
二
冊
で
あ
る
。
こ
の
刊
本
が
、
ど
の

よ
う
な
手
順
で
も
っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
を
以
下
簡

略
に
見
て
み
る
。

ま
ず
、
刊
本
の
内
容
を
一
覧
表
と
し
、
神
宝
『
詩
歌
帖
』
及
び

『
詩
歌
帖
記
』
と
の
違
い
を
確
認
し
て
お
く
と
、

正
集
一
、
高
良
山
十
景
詩
歌
総
序

貞
享
二
歳
次
乙
丑
春
正
月

若
耶
桑
村
学
休
子
書
子
洛
渫
個
舎

ロ
、
高
良
山
十
景
詩
歌
序

天
和
癸
亥
（
三
年
）
秋
七
月
初
二
日

二

前
大
僧
正
発
憲
書
子
東
山
休
休
亭

二

日
、
十
景
詩
歌
（
詩
歌
各
十
首
、
計
二
十
首
）

酉
、
（
跛
） ゜

源
に
よ
っ
て
世
に
顕
れ
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
『
詩
歌

帖
』
に
対
す
る
大
き
な
反
響
が
予
想
さ
れ
る
。
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続
集

（
天
和
三
年
七
月
）

支
那
国
伝
法
沙
門
性
激
高
泉
題
ご
於
佛
国
方
丈
[
-

固
、
高
良
山
十
景
詩
歌
帖
記

天
和
三
季
歳
次
癸
亥
仲
秋
穀
旦

前
智
積
僧
正
泊
如
運
散
書
〗
干
瑞
応
山
把
古
軒
ー

一 ―

六
、
高
良
山
十
景
詩
歌
井
序

注
15

天
和
―
―
―
歳
癸
亥
季
秋
下
浣

ス

ニ

権
僧
正
寂
源
書
子
不
濡
山
竹
楼

田
、
（
識
語
）

（
異
日
）

洛
北
瑞
応
休
隠
比
丘
泊
如
運
敵
識

八
、
高
良
山
十
景
詩
歌
井
序

天
和
三
年
十
月
望
日

遮
庵
宇
都
宮
由
的
岬
稿

九
、
高
良
山
十
景
詩
井
序

貞
享
改
元
甲
子
七
月
二
十
六
日

繹
非
際
執
五
色
於
台
嶽
蘇
陀
峯
雖
足
院
観
月
亭
―
――

+
、
高
良
山
十
景
詩

紀
宗
恒

士
、
高
良
山
十
景
詩
歌

貞
享
甲
子
冬
十
一
月
朔
旦

因
[
[
高
良
山
源
公
僧
正
命
ご
主
亭
汽
於
銅
馳
阻
春
風

翌香河
隣
菩

士
一
、
高
良
山
十
景
詩
井
叙

．

貞
享
乙
丑
抄
秋
望
日

山
田
原
欽
稿

士
―
-
、
高
良
山
十
景
歌
井
序

貞
享
の
は
じ
め
の
年
神
な
月
の
比
ほ
ひ

新
玉
津
嶋
寓
居
士
季
吟

の
ご
と
く
、
刊
本
正
集
は
、
神
宝
『
詩
歌
帖
』
と
『
帖
記
』
、
つ

ま
り
ロ
・
ロ
・
酉
•
国
・
団
に
、
一
の
桑
村
学
休
子
「
総
序
」
と

六
の
寂
源
作
「
十
景
詩
歌
井
序
」
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
で
成
立
し
、

続
集
は
、
全
て
新
た
に
作
ら
れ
た
、
遮
庵
・
非
際
•
紀
宗
恒
・
香

河
隣
善
・
山
田
原
欽
・
北
村
季
吟
の
都
合
六
名
（
八
ー
十
三
）
の

詩
歌
で
も
っ
て
成
り
立
ち
、
か
つ
、
続
集
に
は
、
内
題
「
高
良
山

十
景
詩
歌
続
集
」
と
編
者
名
「
桜
花
散
人
田
甫
編
輯
」
及
び
刊
記

注
16

「
貞
享
戴
歳
乙
丑
中
秋
日
吉
田
元
俊
板
行
」
が
備
わ
っ
て
い
る
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こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

ま
ず
、
刊
本
「
正
続
集
」
の
成
立
過
程
を
時
間
の
面
か
ら
追
っ

て
み
る
と
、
最
初
に
国
の
十
景
詩
歌
が
揃
い
、
続
い
て
天
和
三
年

七
月
中
に
口
の
序
及
び
酉
の
跛
が
添
え
ら
れ
、
同
年
八
月
中
に
国

の
帖
記
が
書
か
れ
る
。
た
だ
し
、
最
後
の
国
識
語
に
は
、
い
さ
さ

か
問
題
が
あ
り
、
書
か
れ
た
の
は
天
和
三
年
九
月
末
、
或
い
は
十

月
初
旬
の
頃
か
と
思
わ
れ
る
。

源
公
、
異
日
見
玉
3
時
詩
歌
一
巻
ー
。
其
詩
ハ
次
i

i

前
十
韻
↓
、

其
歌
ハ
詠
[
前
十
題
↓
o

合
二
十
首
並
三
白
句
ミ
金
玉
ヽ
篇
ミ
氷

霜
、
意
味
崖
余
、
称
歎
ン
テ
戸
足
。
可
―
―
―
以
テ
胎
＝
後
昆
―
―
-
。
故
ニ

再
書
＝
干
巻
尾
―
―
lo

「
異
日
」
が
、
『
帖
記
』
を
草
し
た
後
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
が
、
こ
の
識
語
の
中
に
は
、
日
次
を
推
測
さ
せ
る
手
懸
り

は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
識
語
は
、
写
本
『
帖
記
』
と
全
く
同
じ

で
、
一
字
の
異
同
も
な
い
。
と
す
る
と
、
識
語
に
い
う
「
源
公
」

の
「
詩
歌
」
が
、
写
本
『
帖
記
』
に
は
な
く
、
刊
本
に
は
六
「
高

良
山
十
景
詩
歌
井
序
」
と
し
て
あ
る
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
運
散

は
、
寂
源
の
二
十
首
が
、
「
称
歎
、
ソ
テ
足
ラ
ザ
ル
」
名
作
で
、
「
後

昆
二
胎
ス
」
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
が
故
に
、
再
度
巻
尾
に
そ

の
こ
と
を
記
し
た
の
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
寂
源
の
作

二
十
首
は
、
識
語
の
前
に
記
載
さ
れ
て
い
る
べ
き
だ
っ
た
。
で
は

な
ぜ
、
刊
本
に
は
六
が
あ
っ
て
、
写
本
『
帖
記
』
に
そ
れ
が
な
い

の
か
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
少
し
く
考
え
て
み
る
。

神
宝
の
『
詩
歌
帖
』
が
揃
い
（
ロ
・
曰
．
酉
）
、
藩
主
に
よ
っ

て
装
横
が
整
え
ら
れ
、
峡
函
に
入
れ
ら
れ
、
神
納
さ
れ
た
の
は
、

す
で
に
見
た
よ
う
に
『
高
良
山
座
主
旧
記
之
抜
書
』
所
載
の
頼
元

書
簡
に
よ
り
、
天
和
三
年
八
月
十
八
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
が
、
そ
れ
を
受
納
し
た
折
の
寂
源
の
識
語
が
、
そ
の
書
簡
の
す

ぐ
後
に
筆
録
さ
れ
て
い
る
。
「
右
十
景
之
詩
歌
者
」
で
始
ま
り
、

「
永
ク
典
軽
塁
、
納
子
文
庫
ー
一
一
、
不
レ
可
レ
出
―
―
山
外
ー
一
ー
耳
」
で

終
る
一
七
一
字
の
識
語
で
あ
る
が
、
こ
の
識
語
は
、
実
は
、
刊
本

六
の
序
文
、
三
八
六
字
の
中
に
、
大
体
そ
の
ま
ま
生
か
さ
れ
て
い

る
。
六
の
寂
源
の
序
文
の
日
付
が
、
「
天
和
三
季
秋
下
浣
」
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
固
の
『
帖
記
』
の
奥
付
「
天
和
三

季
仲
秋
穀
旦
」
は
、
八
月
十
八
日
以
前
で
あ
っ
て
も
不
都
合
は
な

く
、
ま
た
田
の
識
語
の
「
異
日
」
は
、
「
天
和
三
年
九
月
下
旬
」

以
降
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
国
・
六
・
団
の
執
筆

時
期
を
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
み
れ
ば
、
八
月
十
八
日
迄
に
、
こ
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の
運
散
の
『
帖
記
』
は
寂
源
の
も
と
へ
は
届
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、

少
な
く
と
も
九
月
中
は
運
敵
の
も
と
に
置
か
れ
た
ま
ま
で
、
そ
の

後
、
高
良
山
よ
り
寂
源
の
序
と
詩
歌
が
届
け
ら
れ
、
そ
れ
を
読
ん

だ
運
敵
が
田
の
識
語
を
書
き
付
け
、
写
本
『
帖
記
』
を
寂
源
の
も

と
に
送
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
写
本
『
帖
記
』
に
寂

源
の
序
と
詩
歌
六
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
て
も
よ
か
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
現
存
の
写
本
『
帖
記
』
に
そ
れ
は
な
い
。

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
の
資
料
で
は
、

こ
れ
以
上
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
あ
る
い
は
、
運
散
が
書
き
入

れ
て
い
た
も
の
を
、
あ
え
て
寂
源
が
省
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
そ
れ
は
、
権
僧
正
寂
源
の
、
座
主
と
い
う
立
場
か
ら
す
る
、

親
王
諸
家
及
び
月
卿
雲
客
、
は
た
ま
た
藩
主
頼
元
に
対
す
る
遠
慮

の
気
持
が
強
か
っ
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
だ
が
、
こ

の
遠
慮
の
気
持
が
、
逆
に
本
書
を
出
版
す
る
と
い
う
こ
と
に
対
し

て
は
、
積
極
的
な
作
用
を
は
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、
こ
の
こ
と
を
、
下
巻
続
集
の
成
立
過
程
を
た
ど
る
こ
と
で
、

考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

運
散
泊
如
の
職
語
が
書
か
れ
た
天
和
三
年
十
月
の
時
点
に
お
い

て
、
『
高
良
山
十
景
詩
歌
』
正
集
の
、
総
序
を
除
い
た
中
味
は
揃
っ

た
わ
け
で
、
こ
の
『
十
景
詩
歌
』
は
、
運
敵
を
通
し
て
都
下
の
詩

人
・
歌
人
の
目
に
触
れ
る
可
能
性
を
持
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
一

方
で
は
、
寂
源
自
身
に
よ
る
積
極
的
な
働
き
か
け
が
な
さ
れ
て
も

い
た
の
で
あ
る
。

続
集
冒
頭
、
宇
都
宮
蓮
庵
の
八
「
高
良
山
十
景
詩
井
序
」
の
成

立
は
、
「
天
和
三
年
十
月
望
日
」
で
、
運
敵
の
田
「
識
語
」
が
書

か
れ
た
日
次
と
相
前
後
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
運
敵
と
遜
庵

が
詩
文
の
仲
間
で
あ
る
こ
と
は
、
『
遜
庵
詩
集
』
（
正
徳
三
年
刊
）

を
見
た
だ
け
で
明
ら
か
で
あ
り
、
す
で
に
運
敵
か
ら
噂
が
伝
え
ら

れ
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
が
、
序
文
の
中
に
、

か
つ
て
横
川
に
お
い
て
寂
源
と
共
に
天
台
教
学
を
学
ん
だ
難
足
院

非
際
の
も
と
に
、
寂
源
よ
り
、
遮
庵
に
是
非
共
十
景
詩
を
作
っ
て

も
ら
う
よ
う
に
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
を
聞
き
、
断
わ
り
き
れ

な
い
ま
ま
に
作
っ
た
と
の
記
述
が
あ
り
、
蓮
庵
の
場
合
は
、
運
散

が
寂
源
の
六
「
詩
歌
井
序
」
を
入
手
し
た
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
、
非

゜
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際
の
手
を
経
て
い
ま
―
つ
の
写
本
が
遮
庵
の
も
と
へ
届
け
ら
れ
た

と
も
考
え
ら
れ
、
ま
た
運
敵
の
手
元
に
あ
っ
た
写
本
が
廻
わ
さ
れ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
逝
庵
は
、
寂
源
の
六

「
詩
歌
井
序
」
を
含
む
正
集
ロ
・
ロ
・
酉
・
固
・
六
•
田
の
全
体

を
見
た
上
で
、
執
筆
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

天
和
三
年
十
月
よ
り
九
ヶ
月
を
経
た
貞
享
元
年
七
月
、
今
度
は

釈
非
際
が
九
「
十
景
詩
井
序
」
を
草
し
、
そ
の
三
ヶ
月
後
の
十
月
、

北
村
季
吟
が
十
三
「
十
景
歌
井
序
」
を
書
き
、
続
い
て
十
一
月
に

香
河
隣
善
が
十
一
「
十
景
詩
歌
」
を
作
っ
て
い
る
。
紀
宗
恒
の
十

「
十
景
詩
」
も
こ
の
間
の
作
と
思
わ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
日
付

注
17

を
欠
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
貞
享
元
年
七
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て

の
動
き
を
受
け
て
、
貞
享
二
年
正
月
に
一
「
総
序
」
が
執
箪
さ
れ

た
だ
ろ
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
非
際
・
遮
庵
．

季
吟
を
中
心
と
し
た
詩
歌
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
『
十
景
詩
歌
』
出

版
の
計
画
が
持
た
れ
、
一
応
の
完
成
を
見
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

た
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
山
田
原
欽
の
み
は
遅
れ
て
し
ま
い
、

貞
享
二
年
九
月
迄
、
約
一
年
近
く
の
間
隔
を
置
い
て
、
貞
享
二
年

八
月
の
奥
付
で
も
っ
て
吉
田
元
俊
よ
り
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る

が
、
原
欽
の
十
二
「
詩
井
序
」
の
日
付
「
抄
秋
望
日
」
か
ら
す
れ

ば
、
実
際
上
の
刊
行
を
見
た
の
は
、
九
月
末
、
お
そ
ら
く
は
十
月

に
入
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
こ
の
出
版
を
考
え
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
貞
享
元
年
七

月
以
降
の
、
一
連
の
十
景
詩
歌
の
創
作
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
事
情
の
も
と
に
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
非
際

か
ら
見
て
み
る
と
、
彼
は
自
分
の
十
景
詩
創
作
の
顛
末
を
、
九
の

「
序
」
に
お
い
て
、

然
ノ
テ

後
更
自
著
二十
首
ノ

詩
歌

＿‘
又
勧

〗
プ予
二
賦い
ム詩ヲ
〇

予
本
不
レ
魔
李
杜
力
之
宮
賭
＿
、
何
ご
隣
〗
ャ
其
課

―

一
ー
乎
。
雖
レ
固
「
一

辞
之
→
、
強
／
卜
之
ヲ
再

I
三
ニ
ノ
テ
未
／
止
。
故
玉
竺
賦
〗
テ
十
絶
→
、

以
奮
三
其
責

□

涼
゜

と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
神
宝
『
詩
歌
帖
』
の
完
成
後
、
寂
源

が
、
自
作
の
詩
歌
を
示
し
つ
つ
、
非
際
に
詩
を
賦
す
よ
う
、

再
三

に
わ
た
っ
て
求
め
て
や
ま
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
わ
け
で
あ
る
。

十
一
の
香
河
隣
善
の
場
合
も
、
「
詩
歌
」
の
奥
付
に
、

因
一
高
良
山
源
公
僧
正
命
で
乗
ー
』
地
ヲ
於
銅
馳
距
春
風
堂
―
↓
lo 

と
、
や
は
り
、
寂
源
か
ら
の
強
い
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
ま
た
、
十
三
の
北
村
季
吟
の
場
合
は
、
そ
の
序
文
に
、

何
が
し
の
僧
正
、
（
中
略
）

高
良
山
十
景
と
名
づ
け
て
、
（
中
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略
）
よ
に
風
流
あ
る
人
々
に
は
、
詩
歌
に
ま
れ
、
ほ
く
に
ま
れ
、

是
を
題
せ
ん
事
を
も
と
め
給
へ
る
に
、
横
河
の
難
足
院
そ
れ
の

あ
ざ
り
の
き
み
、
此
題
の
十
詩
を
つ
ら
ね
て
見
よ
と
て
み
せ
給

ふ
つ
ゐ
で
に
、
や
つ
が
れ
に
も
、
此
う
た
ほ
く
つ
か
ふ
ま
つ
れ

と
い
ひ
を
こ
せ
給
へ
り
し
。

と
あ
り
、
九
で
非
際
に
「
十
絶
」
を
要
請
し
た
そ
の
折
、
同
時
に

季
吟
へ
も
「
十
景
」
の
「
う
た
」
あ
る
い
は
「
ほ
く
」
の
創
作
を

要
請
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
十
二
の
山
田
原
欽

が
、
た
だ
一
人
、
一
年
近
く
も
遅
れ
て
「
詩
井
序
」
を
寄
せ
た
こ

と
は
す
で
に
み
た
通
り
で
あ
る
が
、
彼
は
「
序
」
の
中
で
、
そ
う

し
た
こ
と
に
な
っ
た
事
情
に
つ
い
て
、
ま
た
寂
源
か
ら
の
依
頼
・

催
促
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

僧
正
又
長
請
冨
ぢ
詩
↓
、
僕
許
諾
ス
0

ノ
墨
弄
二
命
ス
ル
東
西
ー
一
―

者
三
ビ
、
経
二
寒
暑
＿
‘
匪
二
敢

1忘
→
ル
ニ
也
。
江
山
水
雲
未
〗
レ
曽
テ

入
言
竺
耳
。
ゲ
鼓
到
冨
竺
‘
僧
正
先
二
在
リ
、
責
ル
ニ
以
〗
詩
債

↓
。
因
プ
賦
／
之
ヲ
以
プ
償
ナ
フ
焉
。

僧
正
か
ら
の
依
頼
を
承
諾
し
な
が
ら
、
多
忙
の
た
め
詩
作
の
暇

も
な
く
一
年
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
た
が
、
今
年
上
京
し
て
み
る

と
、
先
に
僧
正
も
上
京
し
て
お
ら
れ
、
自
分
を
つ
か
ま
え
て
は
、

詩
を
賦
す
こ
と
を
促
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
以
下
の
詩
を
作
り

往

18

ま
し
た
と
記
し
て
い
る
が
、
貞
享
二
年
九
月
「
風
信
状
」
執
筆
の

た
め
に
、
寂
源
は
上
京
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
京
都
で
の
二
人
の

出
会
い
は
事
実
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
欽
が

「
序
」
中
に
い
う
寂
源
よ
り
の
催
促
も
事
実
に
近
い
も
の
と
考
え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

一

以
上
、
続
集
の
成
立
の
日
次
と
、
そ
の
実
情
を
探
っ
て
き
た
が
、

十
を
除
く
全
て
が
、
直
接
あ
る
い
は
間
接
と
い
う
違
い
は
あ
っ
て

も
、
寂
源
自
身
の
依
頼
を
受
け
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
確
か
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
寂
源
の
心
の
中
に

は
、
続
集
へ
の
執
筆
依
頼
を
思
い
立
っ
た
当
初
よ
り
、
出
版
と
い

う
こ
と
が
頭
の
ど
こ
か
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
一
年
近

注
19

く
出
版
を
延
ば
し
て
ま
で
も
、
二
十
歳
の
山
田
原
欽
の
詩
を
載
せ

よ
う
と
し
た
態
度
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
は
窺
い
う
る
。
天
才
少
年

詩
人
と
し
て
天
下
に
名
を
は
せ
た
彼
の
十
景
詩
を
載
せ
る
こ
と
で
、

本
書
に
さ
ら
な
る
花
を
添
え
よ
う
と
し
た
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ

る
。
こ
う
し
た
志
向
は
、
あ
る
い
は
寂
源
よ
り
も
版
元
吉
田
元
俊

の
方
に
強
く
、
寂
源
は
結
果
と
し
て
そ
れ
に
同
調
す
る
こ
と
に
な
っ

た
と
い
う
の
が
正
し
い
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
や
は
り
寂
源
の
側

17 



に
も
、
そ
う
し
た
意
向
が
な
か
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
よ
う
に

思
う
。
と
い
う
の
も
、
版
元
吉
田
元
俊
の
本
書
出
版
に
対
す
る
姿

勢
に
は
、
あ
る
意
味
で
の
積
極
性
が
感
得
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
本
書
の
「
総
序
」
を
、
桑
村
学
休
子
に
依
頼
し
た

こ
と
に
窺
え
る
。
学
休
子
が
、
古
く
か
ら
の
蓮
庵
グ
ル
ー
プ
の
詩

人
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
遮
庵
詩
集
』
ま
た
『
蓮
庵
先
生

文
集
J

』
の
記
事
に
明
ら
か
で
あ
る
。

『
詩
集
』
巻
三
の
「
十
年
認
居
難
↓
一
親
睦
―
」
で
始
ま
る
七
絶

に
、
「
桑
村
貰
山
、
自
丑
右
州
＼
訪
：
予
力
於
京
邑
之
客
舎
↓
、
賦

〗
ナ
一
絶
二
闘
之
」
と
い
う
詞
書
が
あ
る
が
、
こ
の
詩
が
作
ら
れ

た
の
は
、
元
禄
十
三
年
か
ら
宝
永
二
年
の
間
で
あ
る
こ
と
は
、
詩

集
巻
三
の
前
後
の
作
品
の
年
次
よ
り
確
か
で
あ
る
。
こ
の
詞
書
で
、

両
者
の
交
友
に
「
十
年
」
の
空
隙
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、

一
方
の
『
文
集
』
に
は
、
「
元
禄
十
五
年
七
月
」
の
日
付
を
持
つ

「
貸
山
集
序
」
が
あ
り
、
こ
の
序
が
貰
山
の
詩
集
『
賀
山
前
後
集
』

に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
『
詩
集
』
の
七
絶

も
あ
る
い
は
こ
の
前
後
の
再
会
の
折
の
も
の
だ
っ
た
か
と
推
測
さ

れ
る
。
ま
た
、
こ
の
序
文
の
中
で
、
遮
庵
が
、
桑
村
家
と
の
累
世

の
交
わ
り
に
つ
い
て
、

桑
村
贄
山
生
〗
テ
干
医
家
1、
長
子
儒
林
＼
博
見
治
聞
、
甚

敏
子
詩
作
1
0

（
中
略
）
昔
在
与
竿
只
山
之
亡
父
兄
1

交
情
篤
ン
‘

謂
:
全
ノ
累
世
之
通
家
一
可
也
。

と
述
べ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
貰
山
は
、
若
狭
小
浜
の
町

人
学
者
桑
村
丈
之
進
で
、
元
禄
末
頃
に
『
雲
浜
八
景
』
を
刊
行
し

注
2
0

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
学
休
子
は
、
こ
の
貰
山
の
「
亡

父
兄
」
に
相
当
す
る
人
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ

で
、
そ
の
学
休
子
の
「
総
序
」
に
は
、
寂
源
・
蓮
庵
と
の
直
接
的

交
渉
を
示
す
記
述
等
は
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
版
元
吉
田
元
俊
に

つ
い
て
は
、
「
一
日
落
ツ
剖
剛
氏
ノ
之
手
ー
1

一
、
彼
以
五
竺
子
梓
ご
矢
。

或
人
請
〗
予
ー
一
為
〗
コ
ト
ヲ
総
序
口
と
い
っ
た
記
述
が
あ
り
、
版
元

吉
田
元
俊
の
手
に
原
稿
が
手
渡
さ
れ
た
後
に
、
「
或
人
」
が
、
学

休
子
に
「
総
序
」
を
依
頼
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
「
或
人
」

を
、
版
元
吉
田
元
俊
と
と
る
こ
と
が
文
脈
上
い
さ
さ
か
無
理
だ
と

す
れ
ば
、
版
元
に
頼
ま
れ
て
学
休
子
に
依
頼
す
る
こ
と
の
で
き
る

人
物
は
、
遮
庵
、
あ
る
い
は
季
吟
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

版
元
吉
田
元
俊
が
、
五
年
前
延
宝
八
年
、
自
作
の
七
絶
一
首
（
下

巻
「
勢
陽
十
二
境
」
「
朝
熊
山
」
）
を
収
め
た
『
扶
桑
名
勝
詩
集
』

注
21

三
巻
三
冊
を
自
ら
撰
し
刊
行
し
た
折
に
も
、
蓮
庵
は
、
香
川
隣
善
・

18 



紀
宗
恒
と
と
も
に
「
有
馬
十
二
景
」
を
詠
じ
、
稿
を
寄
せ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
季
吟
が
「
或
人
」
に
当
る
か
と
想
像
さ
れ

る
の
は
、
季
吟
の
代
表
的
著
作
『
湖
月
抄
』
六
十
巻
が
、
延
宝
元

年
序
で
、
こ
の
吉
田
元
俊
の
手
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
て
も
い
た
か

ら
で
あ
る
。

以
上
、
不
明
な
点
も
多
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
か
く
て

『
高
良
山
十
景
詩
歌
正
続
』
集
は
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
神
宝

『
詩
歌
帖
』
の
完
成
が
、
寂
源
の
詩
文
愛
好
を
助
長
し
、
そ
の
結

果
と
し
て
、
こ
の
版
本
が
世
に
出
た
と
い
う
の
が
正
し
い
言
い
方

か
も
知
れ
な
い
が
、
少
し
く
見
方
を
変
え
れ
ば
、
こ
の
出
版
は
、

神
宝
『
詩
歌
帖
』
に
対
す
る
第
一
次
の
反
響
で
あ
っ
た
と
い
っ
て

も
よ
い
の
で
あ
る
。
親
王
家
及
び
月
卿
雲
客
の
自
筆
詩
歌
を
集
め

た
、
現
代
の
「
都
雅
」
の
極
北
と
も
い
う
べ
き
神
宝
『
詩
歌
帖
』

に
対
し
、
版
本
の
正
続
集
は
、
そ
の
雲
の
上
人
逹
の
「
都
雅
」
が
、

僧
侶
や
士
庶
人
の
も
の
で
も
あ
り
う
る
の
だ
と
す
る
立
場
か
ら
、

が
っ
ち
り
と
受
け
と
め
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
か

ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
形
で
の
第
一
次
の
反
饗
に
続
い
て
、
第
二
•
第
三
・

第
四
次
と
、
そ
の
反
響
が
広
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
、
高
良
大
社

蔵
の
以
下
の
諸
資
料
及
び
季
吟
の
書
簡
等
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

第
二
次
の
反
響
は
、
高
良
大
社
宝
物
館
蔵
の
「
十
景
詩
諸
藩

注
22

名
家
」
と
登
録
さ
れ
て
い
る
巻
子
一
軸
に
収
め
ら
れ
た
江
戸
の
、

幕
府
儒
員
十
名
の
自
筆
の
十
景
詩
で
あ
る
。
詩
題
と
作
者
名
と
の

み
を
記
せ
ば
、

竹
棲
春
望
整
宇
林
学
士
／
吉
見
満
花
竹
洞
／
御
手
洗
螢

火
学
軒
林
懲
／
朝
妻
清
泉
野
桃
原
／
青
天
秋
月
願
軒
村

房
喬
／
鷲
尾
素
雪
紫
巖
伊
網
／
不
濡
山
霰
漸
軒
板
覚
／
中

谷
紅
薬
鵬
涙
菊
池
拇
／
高
隆
晩
鐘
訪
亭
南
直
／
玉
垂
古
松

順
薔
木
貞
幹
題

の
如
く
で
あ
る
。
林
整
宇
の
詩
は
、
『
鳳
岡
全
集
』
巻
五
十
五
に

あ
っ
て
、
元
禄
元
年
の
作
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
竹
洞
の

詩
の
場
合
も
、
『
竹
洞
先
生
詩
文
集
』
第
五
冊
（
巻
八
・
九
・
十

に
相
当
）
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
の
配
列
に
よ
り
元
禄
元
年
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
江
戸
に
お
け
る
幕
府
儒
員

゜

19 



に
よ
る
第
二
次
の
反
響
と
し
て
の
十
景
詩
の
制
作
は
、
元
禄
元
年

だ
っ
た
と
断
じ
て
よ
い
。
『
竹
洞
先
生
詩
文
集
』
所
載
「
吉
見
満

花
」
の
詩
題
の
下
に
「
筑
州
高
良
山
十
景
／
瀬
川
冨
販
求
之
」
と

割
注
が
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
瀬
川
冨
販
が
誰
か
、
特
定
で

き
な
い
で
い
る
。
あ
る
い
は
、
柳
営
連
歌
師
の
瀬
川
時
春
・
昌
坪

父
子
の
ど
ち
ら
か
の
別
号
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
後
考
を
期
す
こ

と
に
す
る
。
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
ッ
テ
で
幕
府
儒
員
に
十
景
詩
を

読
ま
せ
、
そ
の
作
が
高
良
山
へ
届
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
の

調
査
も
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。

第
三
次
の
反
響
は
、
高
良
大
社
宝
物
館
蔵
の
「
高
良
山
十
景
詩

注
23

五
山
十
僧
作
」
と
箱
書
さ
れ
、
巻
子
一
軸
に
収
め
ら
れ
た
、
京

都
五
山
十
僧
の
自
筆
も
の
で
あ
る
。
制
作
年
次
は
、
巻
首
の
「
前

南
禅
英
中
玄
賢
」
の
「
叢
社
十
禅
翁
賦
高
良
山
十
景
詩
序
」
に
よ
っ

て
、
「
元
禄
五
年
二
月
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
詩
題
と
作
者

名
の
み
を
記
せ
ば
、

竹
棲
春
望
前
南
禅
在
天
斐
正
佐
題
／
吉
見
満
花
湖
南
令

贈
／
御
手
洗
螢
前
南
禅
見
相
国
顕
霊
／
朝
妻
清
泉
亀
阜
虎

令
斐
／
青
天
秋
月
前
天
龍
古
霊
斐
／
不
濡
山
霰
前
建
仁
松

堂
宗
植
／
中
谷
紅
葉
東
山
雲
外
東
竺
／
鷲
尾
素
雪
前
建
仁

慧
峯
祖
辰
／
玉
垂
古
松

黄
巖
慈
琉
／
高
隆
晩
鐘

大
休
隻
元
｛
是

の
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
の
第
三
次
の
「
十
景
詩
」
の
制
作
は
、
玄

賢
の
序
に
、
「
僧
正
、
今
復
寄
書
、
徴
叢
林
社
中
之
作
」
と
あ
っ

て
、
寂
源
が
直
接
依
頼
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
京
都
五
山
の
僧
逹
と
寂
源
が
親
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
、
『
十
景
詩
歌
』
正
集
亮
憲
序
中
の
「
参
禅
之
余
、
寝
一ー
処‘ソ

風
見
、
吟
畜
シ
テ
花
月
↓
、
悠
然
ト
ン
テ
自
娯
ス
突
」
と
い
っ
た
文

章
や
、
同
じ
く
続
集
非
際
序
中
の
「
修
□

練
‘ソ
遮
那
止
観
之
両
業
[
、

禅
熟
．
｀
口
且
詩
熟
ぷ
矢
」
と
い
っ
た
記
事
に
窺
わ
れ
る
ご
と
く
、
禅

を
も
重
視
し
、
自
ら
参
禅
し
、
且
つ
熟
達
し
た
人
物
で
あ
っ
た
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
た
だ
ち
に
理
解
で
き
よ
う
。
い
ま
一
っ
、
あ
る

い
は
、
こ
の
元
禄
五
年
の
折
に
同
時
に
作
ら
れ
た
か
と
思
わ
れ
る

水
戸
藩
の
儒
員
に
よ
る
「
十
景
之
詩
」
が
あ
る
。

『
当
山
十
景
詩

注
24

歌
並
歌
仙
筆
者
目
録
』
の
中
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ま
た
、
詩
題
と
作
者
名
の
み
を
記
せ
ば
、

竹
棲
春
望
野
伝
／
中
谷
紅
葉
安
積
覚
／
高
隆
晩

鐘

大

串
元
善
／
鷲
尾
素
雪
森
尚
謙
／
不
濡
山
霰
鵜
飼
直
泰
／
吉

見
満
花
佐
々
宗
淳
／
御
手
洗
螢
中
村
顧
言
／
朝
妻
清
泉

龍
阜
野
訥

20 



鵜
飼
真
昌
／
青
天
秋
月
板
垣
宗
憎
／
玉
垂
古
松
吉
弘
元
常

の
ご
と
く
で
あ
る
。
吉
弘
元
常
が
元
禄
七
年
に
、
鵜
飼
真
昌
が
前

年
の
元
禄
六
年
に
没
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
『
十
景
之
詩
』

の
制
作
年
次
は
元
禄
五
年
以
前
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
元
禄
元
年
か
、
あ
る
い
は
同
五
年
か
、
は
た
ま

た
、
そ
れ
ら
と
は
別
の
年
で
あ
っ
た
か
、
今
の
と
こ
ろ
調
べ
が
つ

い
て
い
な
い
、
こ
れ
ま
た
、
後
考
を
期
す
こ
と
に
す
る
。

最
後
の
第
四
次
の
反
響
は
、
元
禄
八
年
十
月
頃
、
江
戸
幕
府
歌

学
方
に
召
さ
れ
て
い
た
北
村
季
吟
の
周
辺
で
起
っ
て
い
た
こ
と
が
、

注
25

田
中
善
信
氏
紹
介
の
季
吟
書
簡
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
江
戸
の
書

陣
で
は
な
か
っ
た
か
と
さ
れ
る
季
吟
の
長
女
た
ま
の
婿
、
乙
部
勘

右
衛
門
宛
、
元
禄
八
年
十
月
七
日
付
書
簡
の
「
尚
々
書
」
が
そ
れ

で
あ
る
。尚
々
、
鶏
足
院
よ
り
十
景
之
詩
班
、
御
頼
申
候
。
正
立
祈
祷

被
成
候
、
御
礼
の
た
め
、
今
度
、
随
分
き
も
い
り
進
申
候
。
近

日
、
短
冊
二
而
、
二
十
人
分
、
上
セ
可
申
候
間
、
便
宜
候
ハ
ゞ
、

被
仰
、
可
被
下
候
。
以
上

こ
の
文
面
は
、
鶏
足
院
非
際
よ
り
依
頼
の
あ
っ
た
「
十
景
之
詩
班
」

注
26

（
「
高
良
山
十
景
詩
歌
」
だ
と
推
測
さ
れ
る
）
に
つ
い
て
よ
ろ
し

く
頼
む
。
と
い
う
の
も
、
非
際
に
対
し
て
は
、
次
男
正
立
の
祈
祷

の
御
礼
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
今
回
は
積
極
的
に
協
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
近
々
短
尺
二
十
枚
を
京
へ
上
せ

た
い
と
思
う
の
で
よ
ろ
し
く
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
非
際
が
北
村

家
出
入
の
祈
祷
僧
で
も
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
う
し
た
両
者

の
親
密
さ
が
、
非
際
に
貞
享
元
年
十
月
に
つ
い
で
、
再
度
十
景
詩

歌
の
制
作
を
季
吟
に
依
頼
さ
せ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
現
在
の

と
こ
ろ
、
そ
の
短
尺
二
十
枚
に
つ
い
て
は
、
全
く
調
べ
が
つ
い
て

な
い
。
こ
れ
ま
た
後
考
を
期
す
が
、
貞
享
元
年
十
月
の
非
際
の
依

頼
が
、
「
う
た
・
ほ
く
つ
か
ふ
ま
つ
れ
」
（
続
集
季
吟
序
）
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
今
回
も
同
内
容
の
依
頼
だ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

元
禄
八
年
の
時
点
で
、
何
故
に
非
際
が
再
度
「
高
良
山
十
景
詩
歌
」

の
制
作
依
頼
を
し
た
か
と
い
う
こ
と
自
体
が
問
題
で
あ
る
が
、
元

禄
八
年
六
月
に
座
主
職
を
辞
し
て
京
へ
戻
る
こ
と
と
な
り
、
十
一

月
下
旬
に
「
洛
北
鷹
ケ
峰
」
に
住
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
こ
と
よ

り
推
測
し
て
み
れ
ば
、
寂
源
の
帰
洛
を
知
っ
た
非
際
が
、
そ
の
祝

い
に
、
再
び
「
高
良
山
十
景
詩
歌
」
を
集
め
て
、
歓
迎
し
よ
う
と

し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
か
し
、
寂
源
は
翌
元
禄
九
年
二
月

二
十
三
日
に
没
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
、
こ
の
非
際
の
試
み
は
実
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以
上
、
神
宝
『
詩
歌
帖
』
の
成
立
と
、
第
一
次
よ
り
第
四
次
に

わ
た
る
、
そ
の
反
響
の
さ
ま
を
具
体
的
に
追
っ
て
み
た
が
、
神
宝

『
詩
歌
帖
』
が
、
「
都
雅
」
の
極
北
と
し
て
成
立
し
え
た
が
故
に
、

「
郡
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
高
良
山
の
名
及
び
そ
の
十
景
は
、

「
都
雅
」
な
る
も
の
と
し
て
都
の
人
々
に
迎
え
ら
れ
、
さ
ら
に
江

戸
の
、
あ
る
い
は
水
戸
の
人
々
に
も
、
「
郡
」
で
は
な
く
、
「
都
雅
」

な
る
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
十
景
詩
歌

の
誕
生
は
、
元
禄
雅
文
壇
に
お
け
る
新
し
い
文
学
の
創
造
で
あ
っ

た
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
が
、
寂
源
と
い
う
人
物
の
側
か
ら
考

え
て
み
れ
ば
、
必
ず
し
も
雅
文
学
に
生
き
た
人
で
は
な
く
、
学
僧

と
し
て
禅
僧
と
し
て
仏
道
に
生
き
、
ま
た
、
大
師
流
の
道
統
を
継

ぐ
書
家
と
し
て
、
書
の
道
に
生
き
た
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
雅

文
壇
の
人
々
の
み
で
は
な
く
、
当
代
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々

に
仰
ぎ
見
ら
れ
る
立
場
に
あ
っ
た
わ
け
で
、
そ
う
し
た
意
味
あ
い

に
お
い
て
、
俗
文
学
の
側
の
代
表
者
と
し
て
の
俳
人
芭
蕉
も
、
寂

源
を
書
の
道
を
き
わ
め
た
人
物
と
し
て
慕
う
点
に
お
い
て
は
、
並
々

゜

現
し
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

3
 
2
 
ー

小
笹
喜
三
『
大
師
流
書
家
伝
記
資
料
挙
要
』
昭
和
十
二
年
。

内
閣
文
庫
蔵
『
比
叡
山
子
院
譜
』
正
徳
頃
成
立
、
写
本
。

注
1
に
同
じ
。

注

な
ら
ぬ
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
芭
蕉
の
願
い
を

入
れ
て
、
「
い
と
や
す
／
＼
と
箪
を
染
て
、
幻
住
庵
の
三
字
を
送
」

（
『
猿
蓑
』
巻
之
六
）
っ
て
や
る
と
こ
ろ
に
、
実
は
、
寂
源
の
面

目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

こ
の
寂
源
の
と
ら
わ
れ
の
な
い
精
神
の
自
在
さ
が
問
題
な
の
で
あ

る
。
雅
文
学
と
俗
文
学
を
―
つ
の
精
神
で
も
っ
て
す
く
い
あ
げ
る

ほ
ど
の
、
精
神
的
自
在
さ
と
広
さ
と
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

い
つ

精
神
は
、
仏
道
、
書
道
と
も
一
な
る
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
精
神
の
自
在
さ
が
、
広
く
『
高
良
山
十
景
詩
歌
』

正
続
集
以
下
の
反
響
を
叫
び
起
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
寂
源
に
お
け
る
自
然
観
・
芸
術
観
、
は
た
ま
た
人
間
観
と

芭
蕉
の
そ
れ
と
は
、
全
く
の
一
枚
岩
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
期
す
こ
と
に
す
る
。
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8
 

7
 

6
 
5
 

4
 
高
良
大
社
蔵
『
高
良
山
座
主
旧
記
之
抜
書
』
（
明
治
四
十

三
年
五
月
写
）
附
載
「
寛
延
元
年
座
主
寂
信
僧
正
代
寺
格
書

出
タ
ル
拍
厨
方
二
有
之
更
騰
写
ス
」
の
一
条
に
「
筑
後
高
良

山
座
主
清
僧
、
彦
山
座
主
妻
帯
」
と
あ
り
、
座
主
職
に
つ
く

も
の
は
「
清
花
家
之
猶
子
二
相
成
」
る
こ
と
が
習
慣
だ
っ
た

と
あ
る
。

前
出
『
高
良
山
座
主
旧
記
之
抜
書
』

高
良
大
社
宝
物
館
蔵
『
高
良
十
講
会
縁
起
』
一
巻
一
軸
。

寂
源
自
箪
の
奥
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
寛
文
九
年
八
月

十
六
日
高
良
山
住
職
被
／
仰
出
之
刻
本
庄
宮
内
少
輔
道
芳
年

来
／
被
所
持
之
旨
子
息
平
七
郎
給
之
則
／
懐
之
而
登
高
良
以

備
什
物
者
也
／
延
宝
九
年
二
月
二
十
三
日
権
僧
正
寂
源
誌
之
／

右
高
良
仁
王
会
之
縁
起
者
世
尊
寺
行
俊
卿
／
真
翰
之
由
道
芳

ロ
伝
也
」

祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
蔵
『
楓
園
家
塵
』
巻
一
八
四
所

収
「
奉
送
蓮
台
院
主
寂
源
僧
正
詩
序
」
に
よ
る
。
猶
、
拙
稿

「
鍋
島
直
條
と
寂
源
僧
正
ー
『
楓
園
家
塵
』
抜
書
（
四
）
ー
」

『
文
芸
と
思
想
』

48
号
、
昭
和
五
十
九
年
一
月
参
照
。

注
1
に
同
じ
。

「
芭
蕉
関
係
の
資
料
若
干
」

和
三
十
三
年
七
月
。

10

藤
井
罷
斎
は
延
宝
二
年
五
十
八
歳
で
久
留
米
藩
を
辞
し
京

へ
戻
る
。
従
っ
て
、
寂
源
と
の
交
遊
は
、
寛
文
九
年
冬
か
ら

延
宝
二
年
に
か
け
て
の
四
年
少
々
の
期
間
に
限
ら
れ
る
。
猶
、

『
北
筑
雑
薬
』
は
『
筑
後
地
誌
叢
書
』
（
筑
後
遺
籍
刊
行
会

昭
和
四
年
刊
）
に
よ
る
。

11

『
高
良
山
座
主
旧
記
之
抜
書
』
に
は
「
天
和
二
年
八
月
十

八
日
」
と
あ
る
が
、
「
二
」
は
「
三
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

1
2
箱
と
帖
の
寸
法
は
、
高
良
大
社
社
務
所
編
『
当
山
十
景
詩

歌
並
歌
仙
筆
者
目
録
』
明
治
二
十
六
年
六
月
写
に
よ
る
。

13

泊
如
運
散
の
『
帖
記
』
の
中
に
「
其
簸
題
，
者
輪
王
寺
守

全
親
王
染
〗
翰
ご
と
あ
る
。

14

以
下
作
者
名
の
書
き
方
は
、
注
4

『
高
良
山
座
主
旧
記
之

抜
書
』
の
「
当
山
十
景
詩
歌
之
作
者
」
に
よ
る
。

15

文
字
は
「
季
」
に
見
え
る
が
、
「
季
秋
」
で
「
す
え
の
あ

き
」
九
月
と
考
え
た
方
が
よ
い
。
誤
刻
と
思
わ
れ
る
。

1
6
「
俊
」
を
原
本
は
「
後
」
に
誤
る
。
猶
、
吉
田
元
俊
に
つ

い
て
は
、
注
2
1
を
参
照
さ
れ
た
い
。

，
 

『
連
歌
俳
諧
研
究
』
1
6
号
昭
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17

紀
宗
恒
は
、
高
橋
宗
恒
と
も
称
し
、
初
名
、
幸
治
。
備
州

守
。
『
復
軒
詩
藁
』
に
「
紀
備
州
丈
人
、
オ
巧
詩
賦
。
尤
長

於
本
朝
礼
典
之
学
。
朝
廷
修
立
坊
立
后
之
礼
有
司
之
事
、
丈

人
実
有
力
焉
。
去
年
服
月
勅
賜
白
金
若
干
云
々
」
と
あ
る
、

と
の
御
教
示
を
渡
辺
憲
司
氏
よ
り
え
た
、
記
し
て
深
謝
申
し

あ
げ
る
。

1
8
注
1
に
同
じ
。

19

年
令
は
『
増
補
近
世
防
長
人
名
辞
典
』
（
マ
ツ
ノ
書
店
昭

和
五
十
一
年
刊
）
の
「
ヤ
マ
ダ
ゲ
ソ
キ
ソ
山
田
原
欽
」
の
項

に
よ
る
。

20

桑
村
氏
に
つ
い
て
、
ま
た
、
『
雲
浜
八
景
』
に
つ
い
て
、

上
野
洋
三
氏
の
御
教
示
を
え
た
、
記
し
て
深
謝
申
し
あ
げ
る
。

21

本
書
の
小
出
永
奄
跛
に
よ
れ
ば
、
本
書
が
「
一
風
人
」
の

提
言
に
よ
り
、
吉
田
元
俊
が
自
分
で
撰
び
、
自
分
で
刊
行
し

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
本
書
の
書
陣
「
中
御

門
通
棋
木
町
書
陣
吉
田
四
郎
右
衛
門
」
は
、
吉
田
元
俊
そ

の
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

22

高
良
大
社
宝
物
館
蔵
一
巻
一
軸
。
外
題
等
一
切
な
く
、
十

人
の
自
箪
懐
紙
十
紙
を
継
ぎ
巻
子
に
仕
立
て
た
も
の
。
箱
蓋

上
部
の
宝
第
20
号
の
ラ
ベ
ル
の
下
に
「
十
景
詩
／
諸
藩
名
家
」

と
あ
る
。

3
 
2
 
桐
箱
入
り
。
箱
蓋
中
央
の
ラ
ベ
ル
に
「
宝
第
19
号
」
と
あ

り
、
題
箔
に
「
高
良
山
十
景
詩
五
山
十
僧
作
」
と
あ
る
。

第
一
紙
よ
り
第
十
一
紙
ま
で
、
各
自
筆
の
懐
紙
を
継
ぎ
巻
子

に
仕
立
て
た
も
の
。

24

注
1
2
参
照
。

25

同
氏
著
『
初
期
俳
諧
の
研
究
』
（
新
典
社
平
成
元
年
刊
）

所
収
の
「
北
村
季
吟
書
簡
抄
」
に
よ
る
。

26

「
十
景
之
詩
班
」
と
の
み
あ
っ
て
「
高
良
山
十
景
之
詩
班
」

と
は
な
っ
て
な
い
以
上
は
、
他
の
十
景
詩
歌
と
い
う
こ
と
も

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
非
際
と
の
関
連
か
ら
、
一
応
「
高

良
山
」
で
は
あ
る
ま
い
か
と
推
測
し
た
。
以
下
は
推
測
の
上

の
推
論
で
あ
る
こ
と
を
諒
と
さ
れ
た
い
。

付
記
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
寂
源
の
墓
を
捜
し
た
折
、
横

川
一
帯
を
御
案
内
頂
い
た
今
西
祐
一
郎
氏
に
深
謝
申
し
あ
げ

る
。
ま
た
、
高
良
大
社
の
資
料
調
査
の
際
、
心
よ
く
御
世
話
頂

い
た
糸
永
新
氏
に
、
今
、
改
め
て
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。
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